
（1

）
ロ
シ
ア
史
・
東
欧
史
な
ど
を
専
攻
す
る
研
究
者
た
ち
の
間
で
は
、
直
接
の
研
究
対
象
に
関
わ
る
だ
け
に
、
学
会
・
研

究
会
・
雑
誌
な
ど
で
記
念
企
画
が
あ
る
程
度
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
い
わ
ば
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
だ
け
の
も
の
に
と
ど
ま

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
有
力
な
総
合
雑
誌
に
企
画
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
話
を
間
接
的
に
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
結
実
し
な
か
っ
た
。

（2

）
市
野
川
容
孝
『
社
会
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
二
四
‐
二
八
頁
。
同
書
に
つ
い
て
の
私
の
読
書
ノ
ー
ト

(http://w
w

w
7b.biglobe.ne.jp/~shiokaw

a/books/

に
収
録
）
も
参
照
。
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ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
日
本
―
―
予
備
的
覚
書

は
じ
め
に

「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
日
本
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
ど
の
程
度
の
人
の
関
心
を
引
く
か
は
、
に
わ
か
に
は
何
と

も
い
え
な
い
。
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
半
世
紀
と
い
う
記
念
の
年
（
二
〇
〇
六
年
）
に
ほ
と
ん
ど
行
事
ら
し
い
も
の

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
（1

）

、
一
般
の
関
心
は
高
く
な
い
と
い
う
の
が
現
実
か
も
し
れ
な
い
。

社
会
主
義
が
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
以
上
、
そ
の
歴
史
の
一
こ
ま
に
過
ぎ
な
い
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
（
一
九
五

六
年
）
に
つ
い
て
も
、
今
頃
ほ
じ
く
り
返
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
い
う
感
覚
が
一
般
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
確
か
に
、
長
い
時
間
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
ソ
連
・
東
欧
の
社
会
主
義
圏
の
解
体
と
い
う
事
態
を
挟
ん
で

い
る
以
上
、
現
状
と
直
結
す
る
形
で
の
「
総
括
」
や
ら
「
教
訓
化
」
や
ら
は
時
代
錯
誤
に
な
り
か
ね
な
い
。
ス

タ
ー
リ
ン
批
判
を
バ
ネ
に
し
て
社
会
主
義
論
の
再
検
討
や
新
し
い
左
翼
運
動
の
形
成
を
目
指
す
と
い
う
考
え
は
、

一
九
六
〇
‐
七
〇
年
代
に
は
か
な
り
の
広
が
り
を
も
ち
、
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
で
あ
る
か
に
見
え
た
が
、
今

日
の
情
勢
に
そ
れ
を
直
接
持
ち
込
も
う
と
し
て
も
、
空
回
り
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

そ
う
い
う
事
情
を
念
頭
に
お
く
な
ら
、
現
代
と
の
性
急
な
直
結
は
避
け
る
べ
き
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、

「
過
去
の
事
件
と
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
歴
史
と
し
て
取
り
上
げ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
思
想
史
・
社
会
運
動

史
の
一
つ
の
テ
ー
マ
と
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
は
ず
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
が
な
さ
れ
な
い
の
は
、
単
純
に
「
知
ら
な
い
か
ら
」
と
か
「
無
意
味
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
だ
け

で
な
く
、
む
し
ろ
「
忘
れ
て
し
ま
い
た
い
」
と
い
う
心
理
が
作
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
す
る

（2

）

。も
っ
と
も
、
私
自
身
は
日
本
思
想
史
や
社
会
運
動
史
を
専
攻
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
う
し
た
テ

ー
マ
に
あ
る
程
度
の
関
心
を
も
っ
て
は
い
て
も
、
そ
れ
を
正
面
か
ら
論
じ
る
資
格
は
な
い
し
、
関
連
知
識
も
断

片
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
い
つ
か
遠
い
将
来
に
検
討
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
な
く
は
な
い
が
、

ま
だ
そ
の
準
備
は
な
い
。
そ
う
い
う
状
況
に
あ
る
中
、
や
や
偶
然
的
な
き
っ
か
け
で
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
で
は

あ
る
が
関
連
情
報
の
整
理
を
試
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
格
的
な
情
報
収
集
を
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
至
っ
て
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（3

）
ソ
連
史
の
文
脈
に
お
け
る
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
つ
い
て
は
、
和
田
春
樹
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
・
一
九
五
三
‐
五
六
」

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
現
代
社
会
主
義
―
―
そ
の
多
元
的
諸
相
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年
、
富
田
武

「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
再
考
―
―
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
改
革
と
ソ
連
社
会
」
『
思
想
』
一
九
八
六
年
一
一
月
号
、
松
戸
清
裕
「
ス
タ

ー
リ
ン
批
判
と
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
」
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
八
〇
号
（
二
〇
〇
七
年
）
の
三
論
文
が
代
表
的
で
あ
る
。
ス
タ
ー

リ
ン
批
判
と
日
本
の
ロ
シ
ア
史
研
究
の
関
係
（
ま
さ
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
同
時
期
に
ロ
シ
ア
史
研
究
会
は
発
足
し
た
）

に
つ
い
て
は
、
塩
川
伸
明
「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
史
研
究
の
五
〇
年
」
『
ロ
シ
ア
史
研
究
』
第
七
九
号
（
二
〇
〇
六
年
）

参
照
。
日
本
知
識
人
の
受
け
と
め
方
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
研
究
が
乏
し
い
が
、
さ
し
あ
た
り
、
小
島
亮
『
ハ

ン
ガ
リ
ー
事
件
と
日
本
』
中
公
新
書
、
一
九
八
七
年
、
富
田
武
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
日
本
の
左
翼
知
識
人
」
『
現
代
の
理

論
』
二
〇
〇
六
年
秋
季
号
。

（4

）
大
嶽
秀
夫
『
新
左
翼
の
遺
産
―
―
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
か
ら
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
三

三
頁
。
同
書
へ
の
全
般
的
な
感
想
に
つ
い
て
は
、
私
の
読
書
ノ
ー
ト
（
注
２
と
同
じ
サ
イ
ト
に
収
録
）
参
照
。

（5

）
当
該
個
所
に
は
「
島
・
一
九
九
九
Ａ
・
一
二
一
」
と
い
う
出
典
注
が
付
い
て
い
る
。
し
か
し
、
当
該
書
（
島
成
郎

『
ブ
ン
ト
私
史
』
批
評
社
）
に
は
そ
の
よ
う
な
個
所
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
「
島
・
一
九
九
九
Ｂ
」
を
当
た
っ
て
み

る
と
、
こ
ち
ら
に
は
確
か
に
そ
う
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
次
注
参
照
。

（6

）
島
成
郎
監
修
『
戦
後
史
の
証
言
・
ブ
ン
ト
』
（
『
ブ
ン
ト
〔
共
産
主
義
者
同
盟
〕
の
思
想
』
別
巻
）
、
批
評
社
、
一
九

九
九
年
、
一
二
一
頁
。
こ
の
富
岡
論
文
の
初
出
は
、
『
ブ
ン
ト
〔
共
産
主
義
者
同
盟
〕
の
思
想
』
第
五
巻
（
マ
ル
ク
ス
・
レ

ー
ニ
ン
主
義
）
、
批
評
社
、
一
九
九
四
年
、
一
三
頁
。
後
注27

も
参
照
。

- 2 -

中
途
半
端
な
も
の
だ
が
、
と
り
あ
え
ず
、
将
来
へ
の
備
え
と
し
て
心
覚
え
を
書
い
て
み
る
こ
と
に
し
た
（3

）

。

い
ま
書
い
た
「
偶
然
の
き
っ
か
け
」
と
い
う
の
は
、
最
近
読
ん
だ
大
嶽
秀
夫
『
新
左
翼
の
遺
産
』
の
中
に
、

「
こ
の
時
期
に
は
、
ソ
連
共
産
党
第
二
〇
回
大
会
で
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
（
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
演
説
）

が
直
ち
に
翻
訳
さ
れ
、
学
生
た
ち
の
間
で
回
し
読
み
さ
れ
た
」
と
い
う
一
文
を
見
出
し
た
こ
と
で
あ
る
（4

）

。

こ
の
文
章
は
、
冒
頭
の
「
こ
の
時
期
」
が
い
つ
を
指
す
の
か
が
明
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歴
史
記
述
と
し
て
は
問

題
が
あ
る
が
、
と
に
か
く
こ
れ
を
読
ん
だ
私
は
、
こ
の
記
述
の
も
と
と
な
る
事
実
が
ど
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の

か
に
関
心
を
引
か
れ
た
。
こ
の
大
嶽
著
は
出
典
注
に
誤
記
が
あ
り
（5

）

、
典
拠
を
探
す
の
に
や
や
骨
を
折
っ
た

が
、
調
べ
て
い
く
う
ち
に
次
の
文
章
に
行
き
当
た
っ
た
。

「
折
し
も
ソ
連
共
産
党
二
〇
回
大
会
で
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
が
強
烈
な
話
題
と
な
り
、
は
や
く
も

そ
の
日
本
語
版
が
五
月
ご
ろ
に
は
駒
場
に
で
ま
わ
り
、
学
生
活
動
家
の
間
で
廻
し
読
ま
れ
た
」
（
富
岡
倍

雄
「
ブ
ン
ト
結
成
ま
で
」
よ
り
（6

）

）
。

し
か
し
、
こ
れ
を
見
つ
け
て
一
件
落
着
で
は
な
く
、
も
う
一
つ
別
の
疑
問
が
出
て
き
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘

密
報
告
の
テ
キ
ス
ト
は
「
秘
密
報
告
」
で
あ
る
以
上
当
然
な
が
ら
、
そ
の
時
点
（
一
九
五
六
年
二
月
二
五
日
）
で

は
外
部
世
界
に
知
ら
れ
ず
、
そ
れ
が
広
く
知
ら
れ
る
に
は
一
定
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
最
も
決
定
的
だ
っ
た
の

は
、
米
国
務
省
が
英
文
テ
キ
ス
ト
を
六
月
四
日
に
公
表
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
う
け
て
日
本
語
版
が
出
回

っ
た
と
す
る
と
、
「
五
月
」
で
は
早
す
ぎ
る
。
も
っ
と
も
、
秘
密
報
告
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
情
報
は
も
う

少
し
前
か
ら
流
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
紹
介
と
い
う
こ
と
な
ら
、
六
月
よ
り
以
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
お
か
し

く
は
な
い
。
右
に
引
用
し
た
記
述
は
当
時
の
記
録
で
は
な
く
後
年
の
も
の
（
初
出
は
一
九
九
四
年
）
だ
し
、
「
ご

ろ
に
は
」
と
い
う
風
に
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
細
か
い
正
確
さ
に
こ
だ
わ
っ
て
も
仕
方
が
な
い
が
、
当

時
の
日
本
の
左
翼
学
生
や
「
進
歩
的
知
識
人
」
た
ち
の
お
か
れ
て
い
た
情
報
環
境
を
歴
史
的
に
再
現
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
は
、
も
う
少
し
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
と
い
う
欲
求
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
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機
会
に
多
少
の
こ
と
を
確
認
し
て
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
本
格

的
な
調
査
に
直
ち
に
取
り
組
む
こ
と
は
で
き
ず
、
と
り
あ
え
ず
、
当
時
の
『
朝
日
新
聞
』
『
毎
日
新
聞
』
両
紙

縮
刷
版
、
『
世
界
』
『
中
央
公
論
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
若
干
の
資
料
に
ざ
っ
と
当
た
っ
た
に
と

ど
ま
る
（
以
下
、
こ
れ
ら
の
新
聞
・
雑
誌
へ
の
言
及
は
す
べ
て
一
九
五
六
年
の
も
の
な
の
で
、
年
号
の
表
記
を

省
く
）
。
そ
の
意
味
で
、
ご
く
初
歩
的
な
調
査
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
た
限
り
で
の
こ
と
を
書

き
留
め
て
お
き
た
い
。

一

一
九
五
六
年
二
月
後
半
か
ら
三
月
上
旬
ま
で

当
時
の
日
本
の
新
聞
は
、
第
二
〇
回
ソ
連
共
産
党
大
会
（
二
月
一
四
‐
二
五
日
）
の
こ
と
を
開
幕
か
ら
ほ
ぼ

連
日
、
か
な
り
詳
し
く
報
道
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
秘
密
報
告
に
つ
い
て
は
そ
の
時
点
で
は
知
る
よ
し
も
な

か
っ
た
が
、
開
幕
日
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
が
い
わ
ゆ
る
平
和
共
存
路
線
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
か
な
り
大
き

な
紙
面
を
と
っ
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
一
六
日
の
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
が
ス
タ
ー
リ
ン
の
経
済
学
論
文

や
『
共
産
党
史
小
教
程
』
（
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン
党
史
）
を
批
判
し
た
こ
と
は
大
き
な
注
目
を
引
き
、
相
当

詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

私
が
縮
刷
版
を
見
た
二
紙
の
う
ち
で
は
、
『
毎
日
新
聞
』
の
方
が
相
対
的
に
報
道
量
が
多
い
の
で
、
こ
ち
ら

か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
先
ず
、
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
を
伝
え
た
二
月
一
九
日
夕
刊
は
、
一
面
ト
ッ
プ
の
見
出

し
に
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
、
地
に
落
つ
」
と
付
け
、
翌
二
〇
日
朝
刊
に
は
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
こ
う
み
る
―

―
五
氏
に
見
解
を
聞
く
」
と
い
う
大
き
な
記
事
を
載
せ
て
い
る
（
五
氏
と
は
、
曽
根
益
、
伊
部
政
一
、
土
居
明

夫
、
直
井
武
夫
、
猪
木
正
道
）
。
二
一
日
夕
刊
に
は
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
粛
清
再
検
討
せ
よ
―
―
仏
文
化
人
申
入

れ
」
と
い
う
記
事
と
、
「
中
共
紙
は
沈
黙
を
守
る
―
―
ミ
コ
ヤ
ン
氏
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
と
い
う
記
事
が
並

ん
で
お
り
、
二
二
日
朝
刊
に
は
、
小
泉
信
三
の
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
問
題
」
と
い
う
、
新
聞
に
し
て
は
長
め
の

論
考
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
党
大
会
で
の
歴
史
家
パ
ン
ク
ラ
ト
ヴ
ァ
の
演
説
（
二
一
日
）
は
二
三
日
朝
刊

に
、
彼
女
の
写
真
入
り
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

大
会
報
道
に
す
ぐ
接
し
て
、
日
本
人
に
よ
る
論
評
も
多
数
載
っ
て
い
る
。
二
五
日
の
荒
正
人
「
論
壇
の
動
き

（
今
月
の
論
調
）
」
は
、
こ
の
大
会
の
日
本
論
壇
へ
の
衝
撃
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
大
会
閉
幕
直
後
の
二
六

日
か
ら
は
、
七
回
に
わ
た
っ
て
「
ミ
コ
ヤ
ン
転
換
の
後
に
来
る
も
の
」
と
い
う
連
載
記
事
が
載
り
、
そ
の
第
三

回
（
二
八
日

）
は
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
二
八
日
の
学
芸
欄
は
、
「
”
ス
タ
ー
リ
ン
批

判
”
を
追
う
思
想
界
」
と
し
て
日
本
の
論
壇
の
状
況
に
つ
い
て
論
評
し
て
い
る
が
、
そ
の
書
き
出
し
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
「
”
進
歩
的
”
知
識
人
は
『
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
当
然
の
こ
と
が
い
わ
れ
た
ま
で

だ
』
と
表
面
冷
静
を
保
っ
て
い
る
が
、
従
来
か
ら
批
判
的
だ
っ
た
人
を
の
ぞ
く
と
、
大
部
分
の
人
の
動
揺
は
か

く
せ
な
い
」
。
三
月
三
日
に
は
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
の
要
約
が
掲
載
さ
れ
た
ほ
か
、
「
そ
の
後
の
進
歩
主
義
者
た

ち
」
と
い
う
記
事
は
、
日
本
共
産
党
系
だ
っ
た
ら
し
い
知
識
人
五
人
の
声
を
匿
名
で
紹
介
し
、
当
時
の
戸
惑
い

と
混
乱
を
伝
え
て
い
る
。
更
に
三
月
六
日
の
一
面
ト
ッ
プ
記
事
は
、
『
歴
史
の
諸
問
題
』
が
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
名

を
三
〇
年
ぶ
り
に
挙
げ
、
「
共
産
主
義
の
創
設
者
」
と
呼
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

『
朝
日
新
聞
』
の
場
合
、
二
月
一
九
日
の
一
面
ト
ッ
プ
見
出
し
が
「
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
攻
撃
―
―
ミ
コ
ヤ

ン
副
首
相
」
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
面
に
山
川
均
の
「
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
を
読
ん
で
」
、
二
面
に
も
関
連
す
る
解

説
と
社
説
、
三
面
と
一
一
面
に
も
関
連
記
事
が
載
っ
て
い
て
、
こ
の
演
説
の
衝
撃
力
を
窺
わ
せ
る
（
一
一
面
の

記
事
は
日
本
共
産
党
幹
部
の
反
応
を
探
ろ
う
と
し
た
も
の
だ
が
、
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
だ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
）
。

そ
の
後
の
続
報
は
『
毎
日
新
聞
』
に
比
べ
る
と
少
な
め
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
の
「
粛
清
裁
判
再
審
」
要
求

の
記
事
（
二
一
日
）
は
『
毎
日
新
聞
』
よ
り
も
詳
し
く
、
ま
た
二
三
日
掲
載
の
ハ
リ
ソ
ン
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
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（
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
の
寄
稿
は
、
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
で
言
及
さ
れ
た
ク
ー
ン
、
ア
ン
ト
ノ
フ
＝
オ

フ
セ
エ
ン
コ
、
コ
シ
オ
ー
ル
ら
の
名
誉
回
復
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
刊
紙
の
報
道
ぶ
り
を
念
頭
に
お
い
た
上
で
、
三
月
初
頭
刊
行
の
総
合
雑
誌
の
四
月
号
を
見
て

み
よ
う
。
『
世
界
』
四
月
号
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
（
も
ち
ろ
ん
秘
密
報
告
で
は
な
く
、
公
開
報
告
の
方
）

と
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
の
要
旨
を
紹
介
す
る
に
と
ど
ま
り
、
関
連
記
事
は
一
切
な
い
。
「
編
集
後
記
」
に
は
次
の
よ

う
な
文
章
が
あ
る
。

「
今
月
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
ミ
コ
ヤ
ン
両
氏
の
第
二
十
回
共
産
党
大
会
に
お
け
る
発
言
の
う
ち
、
大
き

な
問
題
と
な
っ
た
個
所
を
、
外
国
通
信
社
の
要
約
に
よ
ら
ず
、
航
空
便
で
送
ら
れ
て
き
た
プ
ラ
ウ
ダ
紙
に

基
い
て
お
伝
え
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
諸
家
の
論
評
も
、
正
確
な
全
文
が
入
手
し
た
後
で
、
お
願
い
す

る
の
が
当
然
と
考
え
た
の
で
、
本
月
は
た
だ
両
氏
の
演
説
を
御
紹
介
す
る
に
留
め
た
次
第
で
あ
る
。
こ
れ

も
来
月
の
特
集
号
に
ご
期
待
い
た
だ
き
た
い
。

ミ
コ
ヤ
ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
伝
え
ら
れ
て
新
聞
を
賑
わ
し
た
の
は
二
月
十
九
日
、
既
に
本
月
号
の

締
め
切
り
日
と
な
っ
て
い
た
。
校
了
日
が
二
十
五
日
、
そ
の
短
い
間
に
、
露
文
の
全
文
を
入
手
し
て
正
確

な
も
の
を
読
者
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
非
常
に
忙
し
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
記
事
の
配
列
も
急
に
変
更
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
既
に
掲
載
を
予
定
し
て
い
た
原
稿
も
や
む
な
く
休
載
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
」
（
旧
漢
字
を
新
字
体
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
）
。

他
方
、
『
中
央
公
論
』
四
月
号
は
、
「
特
別
付
録
・
動
き
つ
つ
あ
る
ソ
ヴ
ェ
ト
」
と
し
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

演
説
要
旨
と
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
全
文
に
加
え
て
、
「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
を
読
ん
で
」
と
い
う
特
集
、

そ
の
他
、
若
干
の
関
連
記
事
を
載
せ
て
い
る
。
寄
稿
者
は
、
山
辺
健
太
郎
、
蝋
山
政
道
、
山
川
均
、
鈴
木
正
四
、

後
藤
譽
之
助
、
堀
江
正
規
、
清
川
勇
吉
、
野
々
村
一
雄
、
南
信
四
郎
、
林
健
太
郎
、
武
田
泰
淳
と
、
多
士
済
々

で
あ
る
。

『
世
界
』
が
こ
の
よ
う
に
『
中
央
公
論
』
よ
り
出
遅
れ
た
の
は
、
そ
の
発
行
日
が
『
中
央
公
論
』
よ
り
も
数

日
前
だ
っ
た
―
―
『
世
界
』
の
広
告
は
『
朝
日
新
聞
』
三
月
八
日
、
『
毎
日
新
聞
』
三
月
九
日
、
『
中
央
公

論
』
の
広
告
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
日
と
一
一
日
に
出
て
い
る
―
―
と
い
う
事
情
、
ま
た
正
確
な
原
文
を
入
手
し
て

か
ら
論
評
す
べ
き
だ
と
い
う
慎
重
な
姿
勢
も
関
係
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
大
会
前
夜
の
時
期
に
お
け
る
準
備
の

度
合
い
に
も
あ
る
程
度
の
差
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

二

三
月
半
ば
か
ら
五
月
頃
ま
で

今
み
た
よ
う
に
、
二
月
下
旬
か
ら
三
月
上
旬
に
か
け
て
の
時
期
に
は
、
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
を
中
心
と
し
て
「
ス

タ
ー
リ
ン
批
判
」
の
衝
撃
が
論
じ
ら
れ
始
め
て
い
た
が
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
自
体
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
状
況
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
た
な
展
開
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
三
月
一
六
日
の
『
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
報
道
で
あ
る
。
こ
れ
は
ハ
リ
ソ
ン
・
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
記
事
で
、
第
二
〇
回
党
大
会

で
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
秘
密
報
告
を
行
な
っ
た
ら
し
い
こ
と
（
但
し
、
日
付
を
二
四
日
と
誤
記
し
て
い
る
）
、
そ

の
内
容
は
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
も
顔
色
な
か
ら
し
め
る
ほ
ど
の
衝
撃
的
な
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

具
体
的
内
容
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
は
な
い
が
、
特
に
ト
ゥ
ハ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
事
件
が
重
視
さ
れ
、
フ
ル
シ
チ
ョ

フ
報
告
の
背
後
に
ジ
ュ
ー
コ
フ
を
は
じ
め
と
す
る
軍
部
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
の

は
興
味
深
い
。
そ
れ
以
外
に
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
事
件
に
つ
い
て
の
暴
露
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る



（7

）N
ew

York
Tim

es,
16

M
arch

1956,
pp.

1,
6.

同
紙
は
二
日
後
に
も
続
報
を
載
せ
て
お
り
、
関
連
し
て
、
グ
ル
ジ
ア

で
不
穏
な
情
勢
が
生
じ
た
ら
し
い
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。N

ew
York

Tim
es,

18
M

arch
1956,

pp.
1,

22.

（
ウ
ェ
ル
ズ

・
ハ
ン
ゲ
ン
の
記
事
お
よ
び
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
記
事
）
。

（8

）
『
毎
日
新
聞
』
三
月
一
八
日
は
ワ
シ
ン
ト
ン
発
Ｕ
Ｐ
電
、
『
朝
日
新
聞
』
三
月
一
八
日
は
ウ
ィ
ー
ン
発
ロ
イ
タ
ー
電
に

よ
る
報
道
。
こ
の
グ
ル
ジ
ア
暴
動
に
つ
い
て
は
、В

.
А
.
К
озлов.

М
ассовы

е
беспорядки

в
С
С
С
Р
при

Х
рущ

еве
и

Бреж
неве.

Н
овосибирск,

1999,
Глава

5

参
照
。

（9

）
松
戸
、
前
掲
論
文
、
六
五
頁
。

（10

）П
очем

у
культ

личности
чуж

д
духу

м
арксим

за-ленинизм
а?

//П
равда,

28
м
арта

1956
г.,

с.
2-3.

こ
の

論
説
に
つ
い
て
は
、
和
田
、
前
掲
論
文
、
九
二
‐
九
四
頁
参
照
。

（11

）
邦
訳
は
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
中
国
部
会
編
『
新
中
国
資
料
集
成
』
第
五
巻
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
、
一
九

七
一
年
所
収
。
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（7
）

。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
『
朝
日
新
聞
』
『
毎
日
新
聞
』
と
も
三
月
一
七
日
お
よ
び
一
八
日
に
大
き
く
報
じ
て
お

り
、
こ
れ
が
広
い
範
囲
の
人
々
の
注
目
を
引
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
『
朝
日
新
聞
』
一
八
日
の
「
天
声
人

語
」
は
、
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
の
報
道
を
取
り
上
げ
て
、
「
ど
の
程
度
ま
で
本
当
か
は
ま
だ
分
ら
ぬ
が
、
ミ
コ
ヤ

ン
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
と
照
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
あ
り
そ
う
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
（
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
情
報
入
手
過
程
に
つ
い
て
は
、
末
尾
の
補
論
２
参
照
）
。

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
最
初
の
余
波
と
も
い
う
べ
き
事
件
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
郷
里
で
あ
る
グ
ル
ジ
ア
で
起
き

て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
命
日
に
あ
た
る
三
月
五
日
の
献
花
行
進
か
ら
始
ま
っ
た
大
衆
運
動
が
拡
大
し
、
一
〇

‐
一
一
日
に
は
軍
の
導
入
と
流
血
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ジ
ア
暴
動
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん

当
時
の
ソ
連
公
式
報
道
で
は
秘
匿
さ
れ
た
が
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
に
つ
い
て
の
情
報
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
国
外
に
漏
れ
、
か
な
り
大
き
く
報
道
さ
れ
た
（8

）

。
二
通
り
の
ビ
ッ
グ
・
ニ
ュ
ー
ス
が
同
じ
日
の
紙
面
に
載

っ
た
こ
と
は
多
く
の
読
者
に
強
い
印
象
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
毎
日
新
聞
』
一
九
日
の
記
事

は
、
東
ド
イ
ツ
の
ウ
ル
ブ
リ
ヒ
ト
が
秘
密
報
告
を
確
認
し
た
と
報
じ
て
い
る
。

国
外
へ
の
情
報
流
出
と
は
別
の
話
だ
が
、
ソ
連
国
内
各
地
の
党
組
織
で
秘
密
報
告
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
の
は

三
月
中
旬
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
る
（9

）

。
も
っ
と
も
、
グ
ル
ジ
ア
暴
動
の
経
緯
は
、
も
う
少
し
早
い
段
階
で
秘

密
報
告
が
知
れ
渡
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
は
い
ま
は
留
保
し

て
お
く
。
と
も
か
く
、
国
内
で
も
国
外
で
も
、
秘
密
報
告
に
関
す
る
情
報
は
二
月
末
か
ら
三
月
前
半
に
か
け
て

少
し
ず
つ
洩
れ
始
め
て
い
た
に
し
て
も
、
三
月
半
ば
を
境
に
、
よ
り
広
い
範
囲
に
知
れ
渡
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
別
の
形
で
裏
付
け
る
の
は
、
三
月
末
と
四
月
初
頭
に
、
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
と
『
人
民

日
報
』
が
相
次
い
で
長
大
な
関
連
論
説
を
出
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

ま
ず
三
月
二
八
日
に
は
、
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
「
な
ぜ
個
人
崇
拝
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
精
神
と
無

縁
か
？
」
と
題
す
る
長
大
な
無
署
名
論
説
が
掲
載
さ
れ
た
。
第
二
〇
回
党
大
会
決
定
で
は
名
指
し
さ
れ
ず
に
批

判
さ
れ
て
い
た
「
個
人
崇
拝
」
が
実
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
個
人
崇
拝
」
の
具
体
的
実
情
、
そ
の
原
因
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
の
掘
り
下
げ
は
浅
い
が
、
と
も
か
く
長
大

な
論
説
で
問
題
の
所
在
が
明
示
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
（10

）

。
こ
の
『
プ
ラ
ウ

ダ
』
論
文
も
す
ぐ
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
（
『
毎
日
新
聞
』
三
月
二
八
日
夕
刊
、
『
朝
日
新
聞
』
三
月
二
九
日
）
。

続
い
て
四
月
五
日
に
は
、
中
国
共
産
党
の
『
人
民
日
報
』
が
有
名
な
論
説
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
歴
史

的
経
験
に
つ
い
て
」
を
掲
載
し
た
（11

）

。
こ
れ
も
『
毎
日
新
聞
』
『
朝
日
新
聞
』
と
も
四
月
五
日
に
報
道
し
て
い

る
。『

プ
ラ
ウ
ダ
』
も
『
人
民
日
報
』
も
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
秘
密
報
告
に
直
接
言
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、



（12

）
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
『
ロ
シ
ア
・
中
国
・
西
側
』
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
七
八
年
、
八
四
、
八
八

頁
。
な
お
、
こ
の
章
の
は
し
が
き
（
編
集
時
に
編
者
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
リ
デ
イ
が
付
け
た
も
の
）
に
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の

秘
密
報
告
は
「
三
月
初
め
に
は
一
般
に
知
れ
渡
っ
た
」
と
あ
る
。
同
右
、
六
六
頁
。

（13

）Борис
Н
иколаевский.

Борьба
за

власть
в

К
П
С
С

(К
итогам

20-го
съезда).

//С
оциалистический

вестник,
апрель

1956,
с.

59;

ボ
リ
ス
・
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
「
暴
露
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
神
話
」
『
権
力
と
ソ
ヴ
ェ
ト

・
エ
リ
ー
ト
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
一
九
六
頁
（
訳
文
は
変
更
し
た
）
。

（

14

）

Борис
Н
иколаевский.

С
талин

и
убийство

К
ирова.

(Зам
етки

для
будущ

ей
истории).

//С
оциалистический

вестник,
м
ай

1956,
с.

91;

「
キ
ー
ロ
フ
殺
害
」
『
権
力
と
ソ
ヴ
ェ
ト
・
エ
リ
ー
ト
』
八
〇
頁

（
こ
れ
も
訳
文
は
変
更
し
た
）
。
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第
二
〇
回
党
大
会
に
お
け
る
「
個
人
崇
拝
」
批
判
を
一
般
的
な
形
で
受
け
た
と
い
う
体
裁
の
も
の
だ
が
、
こ
の

よ
う
な
発
表
の
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら
判
断
し
て
、
三
月
半
ば
以
降
に
国
内
外
で
秘
密
報
告
に
つ
い
て
の
情
報
が
広

ま
り
出
す
中
で
一
定
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

こ
の
頃
ま
で
に
は
、
テ
キ
ス
ト
自
体
は
未
公
表
な
が
ら
も
、
ど
う
や
ら
秘
密
報
告
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
情

報
は
か
な
り
広
く
出
回
っ
て
い
た
。

欧
米
で
ソ
連
の
動
向
を
注
視
し
て
い
た
人
た
ち
が
同
時
代
的
に
書
い
た
文
章
も
、
当
時
の
情
報
環
境
を
知
る

手
が
か
り
と
な
る
。
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
の
こ
の
当
時
の
文
章
を
後
に
集
め
た
論
文
集
と
し
て
『
ロ

シ
ア
・
中
国
・
西
側
』
と
い
う
本
が
あ
る
が
、
そ
の
第
五
章
は
第
二
〇
回
ソ
連
共
産
党
大
会
に
か
か
わ
る
一
九

五
六
年
執
筆
の
短
文
を
数
篇
収
め
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
月
二
六
日
付
と
二
九
日
付
の
二
つ
の
文
章
は
秘
密
報

告
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
公
開
討
論
の
記
録
に
即
し
た
解
説
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
四
月
七
日
付
の

文
章
に
は
、
「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
、
今
で
は
有
名
に
な
っ
た
あ
の
秘
密
会
議
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
政
治
的
記
録

を
攻
撃
し
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
同
じ
日
付
の
も
う
一
つ
の
文
章
に
は
、
「
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
は
フ
ル
シ
チ

ョ
フ
の
秘
密
演
説
を
反
映
し
た
論
文
で
、
早
く
も
ス
タ
ー
リ
ン
は
『
甚
だ
し
い
法
違
反
』
の
罪
を
犯
し
た
、
と

断
言
し
た
」
と
あ
る
（12

）

。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
論
文
は
お
そ
ら
く
三
月
二
八
日
の
論
説

を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
ソ
連
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
も
、
二
月

末
の
段
階
で
は
秘
密
報
告
を
知
ら
な
か
っ
た
が
、
三
月
の
ど
こ
か
の
段
階
で
知
る
に
至
り
、
三
月
二
八
日
『
プ

ラ
ウ
ダ
』
論
説
や
四
月
五
日
『
人
民
日
報
』
論
説
の
直
後
の
時
期
に
、
秘
密
報
告
に
触
れ
た
文
章
を
書
い
た
と

い
う
順
序
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
（
三
月
二
二
日
付
で
公
表
さ
れ
た
彼
の
文
章
―
―
翻
訳
は
『
中
央
公
論
』
七

月
号
―
―
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

も
う
一
人
の
有
力
な
ソ
連
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
亡
命
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
ボ
リ
ス
・
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
キ

ー
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
て
い
た
メ
ン
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
機
関
誌
『
社
会
主

義
通
報
』
四
月
号
に
彼
が
載
せ
た
文
章
に
は
、
「
〔
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
〕
非
公
開
会
期
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
を
糾

弾
す
る
長
大
な
発
言
を
し
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
が
、
短
文
に
と
ど
ま
り
、
詳
し
い
内
容
に
は
立
ち
入
っ
て
い

な
い
（13

）

。
五
月
号
の
文
章
の
冒
頭
に
は
、
「
ソ
連
共
産
党
第
二
〇
回
大
会
非
公
開
会
期
で
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報

告
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
正
確
な
情
報
は
徐
々
に
外
国
の
新
聞

に
浸
透
し
て
き
て
い
る
」
と
あ
る
（14

）

。
こ
の
論
文
は
連
載
第
一
回
だ
っ
た
が
、
六
月
に
米
国
務
省
発
表
が
あ

っ
た
た
め
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
キ
ー
は
元
の
論
文
の
続
き
を
書
く
の
を
一
旦
停
止
し
て
、
六
月
号
に
秘
密
報
告
自

体
を
論
評
し
た
文
章
を
急
遽
掲
載
し
、
そ
の
後
で
、
元
の
論
文
の
続
き
を
一
〇
月
号
、
一
二
月
号
に
載
せ
た



（15

）
六
月
号
の
論
文
は
、Борис

Н
иколаевский.

Х
рущ

ев
о

преступлениях
С
талина

(О
пы

т
исторического

ком
м
ентария).

//С
оциалистический

вестник,
ию

нь
1956,

с.
115-118;

「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
『
秘
密
演
説
』
」
『
権

力
と
ソ
ヴ
ェ
ト
・
エ
リ
ー
ト
』
一
八
四
‐
一
九
〇
頁
（
邦
訳
の
二
五
一
頁
に
「
七
月
号
に
発
表
」
と
あ
る
の
は
「
六
月

号
」
の
誤
り
）
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
塩
川
伸
明
「
一
九
三
〇
年
代
ソ
連
に
お
け
る
政
策
論
争
に
関
す
る
一
試
論

―
―
第
一
七
回
党
大
会
前
後
（
一
）
」
『
社
会
科
学
研
究
』
第
三
二
巻
第
一
号
（
一
九
八
〇
年
）
、
四
四
‐
四
六
、
四
九
‐

五
〇
頁
も
参
照
。
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（15
）

。
こ
う
し
た
経
緯
は
、
秘
密
報
告
の
存
在
自
体
は
米
国
務
省
発
表
以
前
か
ら
も
徐
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
の
公
表
は
や
は
り
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

さ
て
、
こ
う
い
う
わ
け
で
四
月
上
旬
ま
で
に
は
、
秘
密
報
告
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
が
相
当
程
度
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
時
点
で
刊
行
さ
れ
た
日
本
の
総
合
雑
誌
五
月
号
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

『
世
界
』
五
月
号
は
、
「
共
存
は
新
段
階
へ
」
と
題
さ
れ
た
特
集
も
第
二
〇
回
ソ
連
共
産
党
大
会
の
平
和
共
存

路
線
を
意
識
し
た
も
の
だ
が
、
よ
り
直
接
的
に
は
、
「
問
題
は
何
か
―
―
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
ミ
コ
ヤ
ン
の
発
言

を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
す
る
討
論
（
目
次
で
は
、
副
題
は
「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
批
判
」
と
な
っ
て

い
る
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
参
加
者
は
、
前
芝
確
三
、
猪
木
正
道
、
小
椋
広
勝
、
野
々
村
一
雄
、
岡
倉
四

郎
）
。
も
う
一
つ
の
討
論
「
革
新
政
党
」
も
、
共
産
党
だ
け
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
や

は
り
第
二
〇
回
ソ
連
共
産
党
大
会
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
関
す
る
諸
種

情
報
の
影
響
は
確
か
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
、
正
面
か
ら
詳
し
く
論
評
し
た
も
の
は
ま
だ
な
い
。

な
お
、
こ
の
号
に
青
木
書
店
が
掲
載
し
た
広
告
に
、
『
ソ
同
盟
共
産
党
第
二
十
回
党
大
会
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
・

ミ
コ
ヤ
ン
報
告
』
が
あ
り
、
「
五
日
発
売
」
と
あ
る
。
合
同
出
版
社
も
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
報
告
を
含
む
『
ソ
同

盟
共
産
党
第
二
〇
回
大
会
』
第
一
分
冊
、
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
を
含
む
第
二
分
冊
を
、
三
月
と
四
月
に
相
次
い
で
出

版
し
て
い
る
。
こ
の
素
早
さ
は
注
目
に
値
す
る
。

『
中
央
公
論
』
五
月
号
に
は
、
渡
辺
善
一
郎
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
難
と
ク
レ
ム
リ
ン
の
人
々
」
と
い
う
論
文
が

載
っ
て
い
る
。
毎
日
新
聞
の
前
モ
ス
ク
ワ
特
派
員
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
こ
の
論
文
は
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
』
の
秘
密
報
告
報
道
に
も
触
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
五
月
初
頭
刊
行
の
六
月
号
を
見
て
み
よ
う
。
『
世
界
』
六
月
号
に
は
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
以

後
」
と
い
う
特
集
が
あ
り
、
Ａ
・
ロ
ス
「
イ
ギ
リ
ス
を
衝
く
ソ
連
」
、
嬉
野
満
洲
雄
「
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
の
解

散
」
、
原
子
林
二
郎
「
東
の
新
風
―
―
個
人
崇
拝
の
清
算
は
進
む
」
、
Ａ
・
ワ
ー
ス
「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報

告
の
真
相
」
と
並
ん
で
い
る
。
『
中
央
公
論
』
よ
り
も
や
や
出
遅
れ
た
観
の
あ
っ
た
『
世
界
」
が
何
と
か
立
ち

遅
れ
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
原
子
論
文
と
ワ
ー
ス
論
文
は

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
秘
密
報
告
報
道
を
や
や
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
他
方
、
『
中
央
公
論
』

六
月
号
は
、
も
う
前
号
ま
で
に
一
通
り
の
こ
と
は
触
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
関
係
す
る
企
画
を
載
せ
て
い

な
い
。

三

六
月
上
旬

周
知
の
通
り
、
秘
密
報
告
の
テ
キ
ス
ト
（
英
訳
版
）
を
米
国
務
省
が
発
表
し
た
の
は
六
月
四
日
の
こ
と
で
あ

る
。
日
本
の
新
聞
も
、
直
後
に
こ
れ
を
大
き
く
伝
え
て
い
る
（
『
毎
日
新
聞
』
『
朝
日
新
聞
』
と
も
六
月
五

日
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
噂
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
秘
密
報
告
が
、
と
う
と
う
ア
メ
リ
カ
経
由
で
明
ら

か
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。



（16

）
こ
の
論
文
は
後
に
、
福
田
歓
一
『
現
代
政
治
と
民
主
主
義
の
原
理
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
更
に
後
に
、
『
福

田
歓
一
著
作
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
に
収
録
さ
れ
た
。
『
現
代
政
治
と
民
主
主
義
の
原
理
』
に
付
け
ら
れ

た
ノ
ー
ト
は
、
『
福
田
歓
一
著
作
集
』
第
八
巻
、
一
九
九
八
年
に
収
録
。

（17

）
『
福
田
歓
一
著
作
集
』
第
七
巻
、
八
一
、
八
四
、
八
五
、
八
七
、
八
八
頁
な
ど
、
第
八
巻
、
一
七
五
頁
。

（18

）
な
お
、
福
田
は
約
一
年
後
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
に
触
れ
た
文
章
を
書
い
て
い
る
。
「
ソ
ヴ
ェ
ト
の
試
練
―
―
『
ハ

ン
ガ
リ
ー
』
以
後
」
『
世
界
』
一
九
五
七
年
八
月
号
。
後
に
、
『
現
代
政
治
と
民
主
主
義
の
原
理
』
、
更
に
後
に
、
『
福
田
歓

一
著
作
集
』
第
七
巻
に
収
録
。
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ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
世
界
』
七
月
号
は
、
「
民
主
主
義
・
社
会
主
義
・
共
産
主
義
」
と
い

う
特
集
を
組
み
、
Ｇ
・
Ｄ
・
Ｈ
・
コ
ー
ル
「
果
し
て
一
線
を
画
す
べ
き
か
」
、
福
田
歓
一
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判

を
ど
う
受
取
る
か
」
、
気
賀
健
三
「
集
団
指
導
と
独
裁
」
、
ク
ロ
ス
マ
ン
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
新
し
い
革
命
」
、
そ

し
て
討
論
「
ソ
連
の
変
貌
―
―
そ
れ
は
民
主
主
義
の
再
生
か
」
を
載
せ
て
い
る
（
討
論
参
加
者
は
、
前
芝
確
三
、

岡
本
清
一
、
林
健
太
郎
、
清
水
幾
太
郎
）
。
い
わ
ば
総
力
特
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
一
連
の
文
章
の

正
確
な
執
筆
時
点
は
不
明
だ
が
、
こ
の
号
の
新
聞
広
告
が
『
毎
日
新
聞
』
で
は
六
月
八
日
、
『
朝
日
新
聞
』
で

は
六
月
九
日
に
出
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
米
国
務
省
発
表
以
後
の
執
筆
と
い
う
こ
と
は
あ
り
そ
う
に
な
い
。

し
か
し
、
既
に
間
接
的
な
情
報
は
多
数
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
を
意
識
し
て
書
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ

る
。福

田
歓
一
論
文
そ
の
も
の
の
詳
し
い
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
（16

）

。
こ
こ
で
は
た
だ
、

こ
の
時
点
の
福
田
（
な
お
、
当
時
彼
は
ま
だ
三
二
歳
の
若
手
だ
っ
た
）
が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
手
に
し
な
が
ら

こ
れ
を
書
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
論
文
に
は
、
「
伝
え
ら
れ
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ

の
秘
密
報
告
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
大
会
で
の
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
を
重
視
し
て
い
る
ほ
か
、
三

月
の
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
論
説
や
四
月
の
『
人
民
日
報
』
論
文
、
『
世
界
』
前
号
掲
載
の
ワ
ー
ス
論
文
な
ど
に
も
言

及
し
て
い
る
。
『
現
代
政
治
と
民
主
主
義
の
原
理
』
に
付
け
ら
れ
た
ノ
ー
ト
で
は
、
「
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
よ
る

ス
タ
ー
リ
ン
批
判
、
わ
け
て
も
秘
密
報
告
の
真
実
性
が
否
定
し
が
た
く
な
っ
た
時
点
」
で
の
寄
稿
だ
と
い
う
説

明
が
あ
る
（17

）

。
秘
密
報
告
の
中
身
そ
の
も
の
は
ま
だ
目
に
し
て
い
な
い
が
、
と
も
か
く
そ
う
い
う
も
の
が
あ

っ
た
ら
し
い
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
そ
の
時
点
ま
で
に
入
手
し
き
れ
る
範
囲
内
の
情
報
を
総
合
し
て
書
こ
う

と
努
め
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（18

）

。

同
じ
号
の
座
談
会
は
、
冒
頭
に
編
集
部
か
ら
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ
る
。
「
去
る
二
月
の
ソ
連
共
産
党
大
会

で
行
わ
れ
た
『
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
』
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
世
論
に
与
え
た
そ
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、

い
ろ
い
ろ
な
見
か
た
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
…
…
今
日
、
先
生
が
た
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き

ま
し
た
の
は
、
こ
の
『
批
判
』
以
後
、
時
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
信
憑
し
う
る
判

断
の
材
料
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
『
批
判
』
の
も
つ
ほ
ん
と
う
の
意
味
を

で
き
る
か
ぎ
り
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
す
」
。
こ
の
座
談
会
に
お
け
る
討

論
の
内
容
―
―
出
席
者
の
立
場
の
間
に
微
妙
な
ズ
レ
が
あ
り
、
な
か
な
か
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
―
―
に
は
、

こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
た
だ
、
ど
の
よ
う
な
情
報
を
判
断
材
料
と
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
っ

て
、
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
と
『
人
民
日
報
』
論
説
が
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
留
め
る
。
時
間
的
前
後

関
係
か
ら
い
え
ば
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
に
よ
る
秘
密
報
告
の
ニ
ュ
ー
ス
も
当
然
知
ら
れ
て
い
た

は
ず
だ
が
、
直
接
の
言
及
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
米
国
務
省
発
表
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か

く
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
と
い
う
衝
撃
的
事
態
を
ど
う
受
け
と
め
る
か
が
重
要
問
題
だ
と
い
う
認
識
は
共
通
の

前
提
と
な
っ
て
い
る
。



（19

）
和
田
春
樹
『
あ
る
戦
後
精
神
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
二
三
〇
頁
。

（20

）
和
田
の
還
暦
時
の
座
談
会
に
は
、
大
学
入
学
前
後
ま
で
の
時
期
を
振
り
返
っ
た
言
葉
と
し
て
、
「
ソ
連
を
研
究
し
た

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
ロ
シ
ア
文
学
に
関
心
を
持
ち
、
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
社
会
に
魅
力

を
感
じ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
」
「
僕
は
社
会
主
義
に
つ
い
て
は
幸
徳
秋
水
し
か
読
ん
で
い
な
い
」
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判

が
起
こ
っ
た
時
も
シ
ョ
ッ
ク
は
そ
ん
な
に
な
い
わ
け
で
す
よ
ね
」
「
社
会
主
義
と
か
、
ソ
連
と
か
い
っ
て
も
、
理
論
的
な
も

の
が
あ
っ
て
、
自
分
の
人
格
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
僕
に
と
っ
て
大
き
い
問
題
は
、
平
和

の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
す
ね
」
な
ど
と
い
っ
た
発
言
が
あ
る
。
「
ロ
シ
ア
・
ソ
連
研
究
の
三
八
年
」
『
社
会
科
学
研
究
』
第

四
九
巻
第
六
号
、
一
九
九
八
年
、
九
〇
、
九
二
頁
。

（21

）
和
田
『
あ
る
戦
後
精
神
の
形
成
』
二
三
四
‐
二
四
一
頁
。
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こ
の
『
世
界
』
七
月
号
を
当
時
の
若
い
学
生
が
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
か
に
関
す
る
一
つ
の
証
言
が
あ
る
。

後
に
日
本
を
代
表
す
る
ロ
シ
ア
史
研
究
者
と
な
る
和
田
春
樹
の
半
世
紀
後
の
回
想
で
あ
る
。

「
ど
ち
ら
も
〔
福
田
論
文
お
よ
び
座
談
会
を
指
す
〕
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
発
表
以
前
に
書
か
れ
た
り
、

話
さ
れ
た
り
し
た
も
の
で
、
格
別
の
印
象
は
残
さ
な
か
っ
た
（19

）

」
。

こ
れ
は
や
や
不
思
議
な
気
が
す
る
。
確
か
に
こ
の
号
の
準
備
過
程
で
は
ま
だ
米
国
務
省
発
表
を
目
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
秘
密
報
告
が
あ
っ
た
ら
し
い
と
い
う
こ
と
自
体
は
既
に
あ
ち
こ
ち
で
言
及
さ

れ
だ
し
て
い
た
し
、
福
田
論
文
に
も
「
伝
え
ら
れ
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
秘
密
報
告
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と

は
上
記
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
米
国
務
省
公
表
が
雑
誌
発
売
と
ほ
ぼ
同
時
だ
っ
た
以
上
、
こ
の
号
の
執
筆
者
や

編
集
者
が
ま
だ
知
ら
な
か
っ
た
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
も
、
読
者
の
頭
に
は
ほ
ぼ
同
時
に
入
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
当
時
の
ソ
連
の
政
治
情
勢
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
読
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

念
頭
に
お
き
つ
つ
、
こ
の
号
を
熱
心
に
読
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
小
文
の
冒
頭
に
、
当
時
の

学
生
運
動
活
動
家
た
ち
が
直
ち
に
秘
密
報
告
の
翻
訳
を
回
覧
し
て
い
た
と
い
う
富
岡
倍
雄
の
文
章
を
紹
介
し
た

が
、
そ
う
し
た
記
述
と
も
照
ら
す
と
き
、
当
時
の
和
田
―
―
こ
の
年
の
春
に
大
学
に
入
っ
て
ま
も
な
い
一
年
生

―
―
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
ま
だ
あ
ま
り
強
い
関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る

（20

）

。
右
の
引
用
個
所
の
す
ぐ
後
に
は
、
秘
密
報
告
テ
キ
ス
ト
公
表
後
の
丸
山
眞
男
論
文
に
つ
い
て
も
、
「
私
に

は
ほ
と
ん
ど
影
響
し
て
い
な
い
」
と
あ
り
、
一
〇
月
段
階
で
も
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
九
月
に
付
け
た
日
記
か
ら
の
抜
粋
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
一
般
的
な
も
の
に

と
ど
ま
る
）
。
な
お
、
同
じ
回
想
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
に
つ
い
て
は
よ
り
詳
し
く
書
い
て
お
り
、
衝
撃
が
よ
り

大
き
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（21

）

。

同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
央
公
論
』
七
月
号
に
は
、
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
の
「
ソ
ヴ
ェ
ト
―
―
一
九
五
六
年
」

と
い
う
論
文
が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
月
二
二
日
付
『
リ
ポ
ー
タ
ー
』
紙
掲
載
と
の
こ
と
だ
が
、
秘
密
報
告

に
は
言
及
せ
ず
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
公
開
演
説
と
ミ
コ
ヤ
ン
演
説
の
差
異
を
論
じ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
お

そ
ら
く
、
三
月
一
六
日
の
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
報
道
よ
り
も
前
の
執
筆
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ

る
。

四

六
月
半
ば
か
ら
一
〇
月
上
旬
ま
で

六
月
四
日
に
公
表
さ
れ
た
米
国
務
省
版
秘
密
報
告
テ
キ
ス
ト
は
、
ま
も
な
く
世
界
中
に
広
ま
り
、
セ
ン
セ
ー



（22

）К
П
С
С
в
резолю

циях
и
реш

ениях
съездов,

конф
еренций

и
пленум

ов
Ц
К
.
9-е

изд.,
т.

9,
М
.,
1986,

с.

111-129.

こ
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
和
田
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
・
一
九
五
三
‐
五
六
」
、
一
〇
〇
‐
一
〇
一
頁
、
富
田
「
ス

タ
ー
リ
ン
批
判
再
考
」
八
四
‐
八
六
頁
、
松
戸
、
前
掲
論
文
、
六
六
頁
な
ど
参
照
。

（23

）Н
еопубликованны

е
докум

енты
В
.
И
.
Л
енина

//
К
ом

м
унист,

1956,
№

9
(ию

нь),
с.

15-26.

『
コ
ム
ニ
ス

ト
』
誌
の
奥
付
で
は
六
月
二
五
日
に
印
刷
に
ま
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
朝
日
新
聞
』
『
毎
日
新
聞
』
と
も
六
月
三
〇

日
発
行
と
伝
え
て
い
る
。
米
国
務
省
発
表
の
日
取
り
は
、
『
毎
日
新
聞
』
で
は
六
月
三
〇
日
、
『
朝
日
新
聞
』
で
は
七
月
一

日
と
な
っ
て
い
る
。
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シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
。
日
本
で
も
、
『
毎
日
新
聞
』
が
早
い
時
期
に
七
回
連
載
で
抄
訳
を
掲
載
し
た
（
六

月
一
〇
‐
一
七
日
）
。
こ
れ
は
抄
訳
と
は
い
え
、
か
な
り
詳
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
全
文
翻
訳
は
『
中
央

公
論
』
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
号
の
広
告
は
『
朝
日
新
聞
』
で
は
七
月
一
〇
日
、
『
毎
日
新
聞
』
で
は

七
月
一
一
日
に
出
て
い
る
の
で
、
遅
く
も
七
月
半
ば
以
降
は
、
日
本
の
読
者
に
も
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

秘
密
報
告
の
内
容
が
広
く
知
れ
渡
る
と
い
う
情
勢
の
中
で
、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
の
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
は
、
雑
誌

『
ヌ
オ
ー
ヴ
ィ
・
ア
ル
ゴ
メ
ン
テ
ィ
』
誌
の
質
問
へ
の
回
答
（
同
誌
、
五
＝
六
月
号
、
ま
も
な
く
『
ウ
ニ
タ
』
紙
六

月
一
七
日
に
転
載
）
お
よ
び
そ
れ
に
す
ぐ
引
き
続
く
イ
タ
リ
ア
共
産
党
中
央
委
員
会
報
告
（
『
ウ
ニ
タ
』
紙
六
月
二

六
日
）
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
関
す
る
独
自
の
見
解
を
発
表
し
た
（
な
お
、
彼
自
身
は
も
っ
と
早
い
時
点
で

秘
密
報
告
を
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
段
階
で
は
直
接
の
反
応
の
公
表
を
控
え
て
い
た
。
米
国
務
省
公
表

を
期
に
、
あ
る
種
の
自
己
抑
制
を
解
除
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
）
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
す
ぐ
後
に
日
本

で
も
紹
介
さ
れ
た
（
後
述
）
。
ア
メ
リ
カ
共
産
党
、
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
な
ど
も
次
々
と
態
度
を
表
明
し
た
。
六

月
二
八
日
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
ポ
ズ
ナ
ン
暴
動
が
起
き
た
。

こ
う
し
た
経
緯
を
う
け
て
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
は
六
月
三
〇
日
に
公
式
決
定
「
個
人
崇
拝
お
よ
び
そ

の
諸
結
果
の
克
服
に
つ
い
て
」
を
採
択
し
、
こ
れ
は
直
ち
に
公
表
さ
れ
た
（22

）

。
こ
の
決
定
は
日
本
の
新
聞
に

も
す
ぐ
報
道
さ
れ
た
し
（
『
朝
日
新
聞
』
『
毎
日
新
聞
』
と
も
七
月
二
日
夕
刊
お
よ
び
三
日
）
、
『
中
央
公
論
』

臨
時
増
刊
第
九
号
に
は
全
文
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
た
。
時
を
同
じ
く
し
て
、
も
う
一
つ
の
衝
撃
的
な
情
報
が
米
ソ

双
方
で
発
表
さ
れ
た
。
レ
ー
ニ
ン
の
「
遺
書
」
と
呼
ば
れ
る
文
章
―
―
ス
タ
ー
リ
ン
を
強
い
語
調
で
批
判
し
、

書
記
長
更
迭
を
提
案
し
た
も
の
―
―
を
含
む
晩
年
の
一
連
の
文
書
を
ソ
連
共
産
党
理
論
機
関
誌
『
コ
ム
ニ
ス

ト
』
第
九
号
（
同
誌
は
年
一
五
回
刊
で
、
こ
の
号
は
六
月
の
刊
行
）
と
米
国
務
省
が
ほ
ぼ
同
時
に
発
表
し
た
の

で
あ
る
（23

）

（
「
遺
書
」
の
一
節
は
六
月
三
〇
日
決
定
に
も
引
用
さ
れ
て
い
た
）
。
こ
れ
も
日
本
の
新
聞
で
は
六

月
三
〇
日
決
定
と
ほ
ぼ
同
時
に
報
道
さ
れ
（
『
毎
日
新
聞
』
で
は
七
月
一
日
と
同
夕
刊
、
『
朝
日
新
聞
』
で
は

七
月
三
日
）
、
『
中
央
公
論
』
臨
時
増
刊
第
九
号
に
は
「
遺
書
」
の
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
七
月
上
旬
か
ら
一
〇
月
上
旬
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
の
論
調

を
見
て
み
よ
う
。

『
世
界
』
八
月
号
に
は
、
討
論
「
日
本
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
と
共
産
主
義
」
が
あ
る
が
、
直
接
ソ
連
を

テ
ー
マ
と
し
た
文
章
は
載
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
『
中
央
公
論
』
八
月
号
は
、
秘
密
報
告
全
文
に
加
え

て
、
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
の
「
秘
密
演
説
を
読
ん
で
」
を
載
せ
て
い
る
。
『
中
央
公
論
』
は
続
け
て
臨
時
増
刊
第
九

号
を
出
し
、
総
特
集
「
ソ
連
の
変
貌
と
共
産
主
義
の
将
来
」
を
組
ん
で
い
る
。
主
な
内
容
と
し
て
、
猪
木
正
道

「
個
人
崇
拝
と
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
」
、
向
坂
逸
郎
「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
も
人
間
で
あ
る
」
、
志
賀
義

雄
「
日
本
共
産
党
の
立
場
」
、
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
非
難
す
る
」
（
『
ヌ
オ
ー
ヴ
ィ
・
ア
ル
ゴ
メ

ン
テ
ィ
』
五
＝
六
月
号
掲
載
の
も
の

）
、
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員
会
「
な
ぜ
個
人
崇
拝
が
生
じ
た
か
」
（
六
月
三
〇



（24

）
こ
れ
は
直
接
に
は
米
国
務
省
発
表
の
英
訳
か
ら
の
重
訳
だ
が
、
ソ
連
で
も
『
コ
ム
ニ
ス
ト
』
誌
に
原
文
が
掲
載
さ

れ
た
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い
る
（
但
し
、
第
九
号
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
を
第
八
号
と
誤
記
し
て
い
る
）
。

（25

）
後
に
大
幅
改
稿
の
上
、
「
『
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
』
に
お
け
る
政
治
の
論
理
」
と
改
題
し
て
、
『
現
代
政
治
の
思
想
と

行
動
』
下
、
未
来
社
、
一
九
五
七
年
、
増
補
版
（
合
冊
版
）
、
一
九
六
四
年
、
ま
た
『
丸
山
眞
男
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
に
収
録
。
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
へ
の
「
追
記
二
」
は
『
丸
山
眞
男
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

九
六
年
、
「
追
記
へ
の
附
記
」
は
第
九
巻
、
一
九
九
六
年
に
収
録
。

（26

）
丸
山
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
増
補
版
、
五
四
四
頁
、
『
丸
山
眞
男
集
』
第
七
巻
、
一
七
‐
一
八
頁
。

- 11 -

スターリン批判と日本

日
決
定

）
、
ネ
ン
ニ
「
ソ
ヴ
ェ
ト
シ
ス
テ
ム
批
判
」
、
「
レ
ー
ニ
ン
の
遺
書
（24

）

」
、
座
談
会
「
ソ
連
通
の
み
た
ソ

連
の
現
状
」
（
伊
部
政
一
、
嬉
野
満
洲
雄
、
清
川
勇
吉
、
林
三
郎
）
、
そ
し
て
ケ
ナ
ン
「
ソ
連
の
変
化
に
ど
う

対
処
す
る
か
」
な
ど
で
あ
る
。
六
月
号
・
七
月
号
で
『
世
界
』
に
追
い
つ
か
れ
た
『
中
央
公
論
』
が
、
こ
こ
へ

来
て
ま
た
一
歩
先
ん
じ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

『
世
界
』
九
月
号
は
、
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
再
検
討
」
（
イ
タ
リ
ア
共
産
党
中
央
委
員

会
報
告
）
、
お
よ
び
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
関
連
論
文
（
山
崎
功
、
和
田
耕
作
、
向
坂
逸
郎
、
神
山
茂
夫
、
佐
々

木
基
一
）
を
掲
載
し
た
。
『
中
央
公
論
』
『
世
界
』
両
誌
に
ほ
ぼ
同
時
期
に
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
の
二
つ
の
文
章
が

載
っ
た
こ
と
は
、
当
時
の
注
目
度
を
物
語
る
。
『
中
央
公
論
』
九
月
号
（
こ
の
前
に
臨
時
増
刊
第
九
号
が
出
て

い
た
の
で
、
こ
の
号
は
第
一
〇
号
）
に
は
、
山
崎
功
の
「
評
伝
・
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
」
が
載
っ
て
い
る
。
九
月
に

な
る
と
、
『
世
界
』
一
〇
月
号
に
は
シ
ュ
ー
マ
ン
「
ソ
連
は
変
っ
た
」
が
載
り
、
『
中
央
公
論
』
一
〇
月
号

（
第
一
一
号
）
は
日
ソ
交
渉
の
特
集
と
な
っ
て
い
る
（
『
世
界
』
で
は
一
一
月
号
が
同
様
の
特
集
を
組
ん
で
い

る
）
。

こ
う
し
た
経
過
が
あ
っ
た
後
、
一
〇
月
初
頭
刊
行
の
『
世
界
』
一
一
月
号
に
、
丸
山
眞
男
「
『
ス
タ
ー
リ
ン

批
判
』
の
批
判
―
―
政
治
の
認
識
論
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
が
掲
載
さ
れ
た
（25

）

（
本
来
、
一
〇
月
号
に
予

定
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
予
定
枚
数
を
超
え
る
長
編
と
な
り
、
締
め
切
り
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
、
一

一
月
号
に
回
す
こ
と
に
な
っ
た
と
編
集
後
記
に
書
か
れ
て
い
る
）
。
あ
ま
り
に
も
有
名
な
こ
の
論
文
の
本
格
的

検
討
は
―
―
初
出
時
と
論
文
集
収
録
時
の
テ
キ
ス
ト
の
比
較
、
当
時
の
他
の
論
者
た
ち
と
の
比
較
、
発
表
直
後

の
反
響
等
々
の
点
を
含
め
て
―
―
別
の
機
会
に
譲
る
ほ
か
な
い
。
こ
こ
で
は
た
だ
、
当
時
の
丸
山
が
ど
の
よ
う

な
情
報
を
も
と
に
思
索
を
練
っ
て
い
た
か
の
確
認
だ
け
を
し
て
お
く
。
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
し
て

当
然
な
が
ら
、
米
国
務
省
発
表
の
秘
密
報
告
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
『
人
民
日
報
』
の
「
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
ー
ト
独
裁
の
歴
史
的
経
験
」
、
ト
リ
ア
ッ
テ
ィ
の
反
応
、
そ
し
て
六
月
三
〇
日
の
ソ
連
共
産
党
中
央
委
員

会
決
定
な
ど
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
基
調
を
な
し
て
い
る
の
は
、
批
判
の
仕
方
が
安
易
だ
と
い
う

観
点
―
―
初
出
時
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
「
批
判
の
批
判
」
―
―
で
あ
る
。
な
お
、
『
現
代
政
治
の
思

想
と
行
動
』
に
付
さ
れ
た
「
追
記
」
（
一
九
五
七
年
執
筆
）
に
は
、
『
コ
ン
ミ
ュ
ニ
ス
ト
』
〔
『
コ
ム
ニ
ス
ト
』
〕
誌

一
九
五
五
年
第
二
号
お
よ
び
第
一
一
号
の
論
説
へ
の
言
及
が
あ
る
が
（26

）

、
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
が
こ
れ
ら
の

論
説
に
接
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
当
時
の
丸
山
は
ロ
シ
ア
語
を
勉
強
し
て
、
原
文
に

当
た
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
「
丸
山
学
」
の
専
門
家
の
ご
教
示
を
乞
う
ほ
か
な

い
。以

上
、
一
〇
月
上
旬
ま
で
の
過
程
を
一
通
り
追
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
一
区
切
り
と
す
る
の
は
、
丸
山
論
文
が

様
々
な
議
論
の
掉
尾
を
飾
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期
に
現
実
政
治
上
の

新
た
な
展
開
が
情
勢
を
急
変
さ
せ
て
い
た
と
い
う
事
情
に
よ
る
。
周
知
の
通
り
、
一
〇
月
後
半
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
相
次
い
で
緊
迫
し
た
事
態
が
生
じ
、
特
に
後
者
は
一
一
月
初
頭
の
第
二
次
ソ
連
軍
介
入
と
大



（27

）
富
岡
倍
雄
は
初
期
の
ブ
ン
ト
（
共
産
主
義
者
同
盟
）
の
活
動
家
の
一
人
。
後
に
農
業
経
済
学
者
と
な
り
、
神
奈
川

大
学
教
授
を
つ
と
め
た
。
一
九
九
八
年
没
。
本
文
で
引
用
し
た
文
章
は
、
多
巻
本
の
ブ
ン
ト
関
係
資
料
集
の
う
ち
の
一
つ

の
巻
に
彼
が
寄
せ
た
解
説
（
前
注
６
参
照
）
。
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量
流
血
に
至
っ
た
。
こ
の
衝
撃
的
事
態
は
、
二
月
の
第
二
〇
回
党
大
会
以
来
の
一
連
の
流
れ
に
更
に
新
し
い
要

素
を
付
け
加
え
、
こ
れ
ま
で
を
上
回
る
多
様
な
言
説
の
噴
出
を
―
―
世
界
的
に
も
、
ま
た
日
本
国
内
で
も
―
―

引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
個
の
検
討
課
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

補
論
１

富
岡
回
想
の
解
釈
に
つ
い
て

は
じ
め
の
方
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
富
岡
倍
雄
は
「
〔
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
秘
密
報
告
の
〕
日
本
語
版
が
五
月
ご

ろ
に
は
駒
場
に
で
ま
わ
り
、
学
生
活
動
家
の
間
で
廻
し
読
ま
れ
た
」
と
書
い
て
い
る
（27

）

。
こ
の
文
章
は
同
時

代
的
記
録
で
は
な
く
大
分
後
に
な
っ
て
か
ら
の
回
顧
的
記
述
な
の
で
、
記
憶
の
正
確
さ
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
多

く
を
望
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
完
全
に
根
も
葉
も
な
い
こ
と
を
書
い
た
と
い
う
風
に
も
考
え
に
く

い
。
そ
こ
で
、
「
五
月
ご
ろ
」
と
い
う
個
所
に
つ
い
て
は
か
な
り
幅
を
持
た
せ
る
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
解
釈

が
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
。
現
実
性
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
は
さ
て
お
き
、
と
も
か

く
論
理
的
に
想
定
し
う
る
可
能
性
を
列
挙
す
る
な
ら
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
秘
密
報
告
テ
キ
ス
ト
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
三
月
の
記
事
に
基
づ
く

紹
介
が
広
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
そ
れ
が
五
月
（
あ
る
い
は
も
っ

と
早
く
）
に
出
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

②
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
プ
ラ
ハ
に
本
部
を
お
く
国
際
学
連
か
ら
全
学
連
国
際
部
が
秘
密
報
告
の
テ
キ
ス
ト
を

入
手
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
（
こ
の
可
能
性
は
私
自
身
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
が
、
岩
田

昌
征
か
ら
個
人
的
会
話
で
示
唆
さ
れ
た
）
。
こ
の
場
合
、
時
点
の
特
定
は
で
き
な
い
が
、
二
月
末
以
降
の
い
つ

で
も
抽
象
的
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
う
る
。

③
米
国
務
省
テ
キ
ス
ト
を
独
自
に
入
手
し
て
『
中
央
公
論
』
の
訳
稿
に
先
立
っ
て
翻
訳
し
て
い
た
と
い
う
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
五
月
は
無
理
だ
が
、
六
月
上
旬
以
降
な
ら
あ
り
う
る
。

④
『
毎
日
新
聞
』
の
抄
訳
を
複
製
し
た
―
―
コ
ピ
ー
機
の
普
及
し
て
い
な
い
当
時
の
こ
と
だ
か
ら
、
ガ
リ
版

を
切
っ
て
謄
写
版
で
印
刷
し
た
の
だ
ろ
う
か
―
―
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
六
月
下
旬
以
降
な
ら
あ
り
う
る

こ
と
で
あ
る
。

⑤
『
中
央
公
論
』
版
の
複
製
を
回
覧
し
た
と
す
れ
ば
、
七
月
半
ば
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
ど
れ
が
当
た
っ
て
い
る
か
は
、
今
の
と
こ
ろ
確
定
の
し
よ
う
が
な
い
。
①
④
⑤
は
い
ず
れ
も
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
に
一
旦
出
た
も
の
を
広
め
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
②
や
③
の
よ
う
な
独
自
情
報
入
手
が
あ
り
得
た
か

ど
う
か
は
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
も
し
そ
う
い
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
、

な
に
が
し
か
の
形
で
そ
れ
を
裏
付
け
る
関
連
情
報
が
残
さ
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
う

し
た
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
現
段
階
で
は
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
「
真
偽
の
確
定
し
が
た



（28

）
そ
の
後
、
何
人
か
の
大
先
輩
た
ち
に
当
た
っ
た
感
触
か
ら
す
る
と
、
秘
密
報
告
の
テ
キ
ス
ト
が
「
五
月
ご
ろ
か

ら
」
出
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
富
岡
回
想
は
、
少
な
く
と
も
「
五
月
」
と
い
う
時
期
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
厳
密
で
な
い
可

能
性
が
高
い
。
七
月
以
降
に
、
『
中
央
公
論
』
版
が
回
し
読
み
さ
れ
た
と
い
う
想
定
（
上
の
⑤
）
が
当
た
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
概
し
て
言
っ
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
日
本
共
産
党
の
指
導
下
で
革
命
運
動
に
参
加
し
て
い
た
人
た

ち
に
と
っ
て
は
、
五
五
年
の
六
全
共
の
衝
撃
が
大
き
く
、
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
は
、
そ
の
後
に
や
っ
て
き
た
こ
と

に
な
る
。
他
方
、
共
産
党
と
直
接
に
は
関
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
「
進
歩
派
」
知
識
人
や
学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、
フ
ル
シ

チ
ョ
フ
報
告
よ
り
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
事
件
の
衝
撃
の
方
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

（29

）Peter
G

rose,
G

entlem
an

Spy:
The

Life
of

A
llen

D
ulles,

H
oughton

M
ifflin

C
om

pany,
1994,

pp.
419-427.

（30

）
テ
ィ
ム
・
ワ
イ
ナ
ー
『
Ｃ
Ｉ
Ａ
秘
録
』
文
春
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
上
、
二
三
〇
‐
二
三
一
頁
。

（31

）John
G

addis,
G

eorge
K

ennan:
A

n
A

m
erican

Life,
Penguin

B
ooks,

2012,
p.

518.

（32

）
マ
イ
ケ
ル
・
バ
ー
＝
ゾ
ウ
ハ
ー
、
ニ
シ
ャ
ム
・
ミ
シ
ャ
ル
『
モ
サ
ド
・
フ
ァ
イ
ル
―
―
イ
ス
ラ
エ
ル
最
強
ス
パ
イ

列
伝
』
早
川
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
第
五
章
。
も
っ
と
も
、
こ
の
本
の
ソ
連
内
事
情
に
関
す
る
記
述
は
皮
相
な
も
の
に
と

ど
ま
っ
て
い
て
、
あ
ま
り
信
頼
性
が
高
く
な
い
。
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い
様
々
な
仮
説
の
う
ち
の
一
つ
」
と
い
う
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
る
（28

）

。

補
論
２

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
情
報
入
手
に
つ
い
て

二
月
二
五
日
の
秘
密
報
告
に
関
す
る
情
報
が
ど
の
よ
う
に
し
て
ア
メ
リ
カ
に
伝
わ
り
、
六
月
四
日
の
国
務
省

発
表
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
関
連
情
報
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
相
対
的
に
最
も
詳
し
い

グ
ロ
ー
ス
の
著
書
に
よ
れ
ば
、
断
片
的
な
情
報
は
秘
密
報
告
か
ら
二
週
間
の
う
ち
に
種
々
の
ル
ー
ト
で
伝
わ
っ

て
い
た
（
あ
る
も
の
は
ス
パ
イ
活
動
に
よ
り
、
あ
る
も
の
は
各
国
共
産
党
関
係
者
か
ら
の
意
識
的
・
無
意
識
的

な
リ
ー
ク
に
よ
る
）
。
そ
れ
以
来
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
原
文
入
手
に
努
め
た
。
相
対
的
に
情
報
管
理
が
緩
い
と
見
な
さ

れ
た
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
、
次
い
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
主
た
る
標
的
と
さ
れ
た
が
、
な
か
な
か
思
う
に
任
せ
な
か

っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
四
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
諜
報
機
関
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
テ
キ
ス
ト
入
手
に
成
功
し
、
そ
れ

を
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
伝
え
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
語
か
ら
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
訳
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
は

そ
れ
を
英
訳
す
る
か
た
わ
ら
、
別
の
ル
ー
ト
で
届
い
た
フ
ラ
ン
ス
語
版
と
も
照
合
し
た
。
こ
れ
が
真
正
な
も
の

か
ど
う
か
を
鑑
定
す
る
た
め
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ケ
ナ
ン
―
―
当
時
外
交
官
の
職
か
ら
は
退
き
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
で

の
研
究
活
動
に
専
念
し
て
い
た
―
―
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
本
物
に
違
い
な
い
と
の
回
答
を
得
た
。
こ
う
し
て
五

月
末
ま
で
に
は
、
こ
れ
が
本
物
だ
と
い
う
確
信
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
公
表
す
る
か
ど
う
か
に
つ

い
て
は
米
政
権
内
で
も
意
見
が
分
か
れ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
反
ス
タ
ー
リ
ン
的
演
説
を
行
な
っ
た
と
確
証
す

る
の
は
か
え
っ
て
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
政
権
の
立
場
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
全
面
公
表
よ
り
も
断
片
的
な

リ
ー
ク
で
ソ
連
・
東
欧
諸
国
を
悩
ま
せ
る
の
が
得
策
と
の
考
え
も
あ
っ
た
が
、
結
局
、
公
表
論
が
と
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
六
月
四
日
の
国
務
省
発
表
後
、
ア
メ
リ
カ
の
駐
ソ
大
使
ボ
ー
レ
ン
が
モ
ス
ク
ワ
で
何
人
か
の
政

治
局
員
と
会
っ
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
言
葉
を
濁
し
つ
つ
も
、
国
務
省
発
表
を
全
面
否
定
は
し
な
か
っ
た
。
な
お
、

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
ス
タ
ッ
フ
は
公
表
用
テ
キ
ス
ト
作
成
に
当
た
っ
て
、
各
国
共
産
党
に
疑
惑
を
ま
き
散
ら
す
た
め
に
、

原
文
に
な
い
若
干
の
段
落
を
付
け
加
え
た
と
い
う
（29

）

。
ワ
イ
ナ
ー
の
本
も
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
を
、
よ
り
簡
略

に
書
い
て
い
る
（30

）

。
ま
た
、
ギ
ャ
デ
ィ
ス
の
ケ
ナ
ン
伝
に
よ
れ
ば
、
ケ
ナ
ン
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
扱
い
に
関

し
て
慎
重
論
で
あ
り
、
国
務
省
の
発
表
は
彼
の
意
見
に
反
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
（31

）

。
そ
の
他
、
イ
ス

ラ
エ
ル
の
諜
報
機
関
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
経
由
で
テ
キ
ス
ト
を
入
手
し
、
そ
れ
を
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｉ
Ａ
に
伝
え
た
過

程
を
ス
パ
イ
小
説
風
に
描
い
た
本
も
あ
る
（32

）

。

以
上
を
総
合
す
る
な
ら
、
細
部
に
は
な
お
い
く
つ
か
の
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
大
筋
は
ほ
ぼ
再
現
で
き
る
と
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い
え
よ
う
。
簡
単
に
再
確
認
す
る
な
ら
、
三
月
半
ば
ま
で
に
は
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
特
ダ
ネ

を
含
め
て
多
く
の
情
報
が
人
目
を
引
く
よ
う
に
な
り
、
四
月
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
諜
報
機
関
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
で

入
手
し
た
テ
キ
ス
ト
が
ア
メ
リ
カ
に
伝
え
ら
れ
て
、
五
月
中
の
若
干
の
作
業
―
―
そ
こ
に
は
、
情
報
攪
乱
の
た

め
の
原
文
に
な
い
段
落
の
付
加
も
含
ま
れ
る
―
―
を
経
て
、
六
月
四
日
の
発
表
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
挙
げ
た
一
連
の
文
献
は
佐
々
木
卓
也
氏
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
ち
の
グ
ロ
ー
ス
著
の
コ
ピ
ー
入

手
に
は
松
嵜
英
也
氏
の
協
力
を
得
た
（
こ
の
補
論
２
は
二
〇
一
七
年
二
月
に
追
加
し
た
も
の
）
。

追
記
。
佐
瀬
昌
盛
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
め
ぐ
る
半
世
紀
前
の
情
報
戦
と
日
本
の
無
邪
気
」
『
中
央
公
論
』

二
〇
〇
六
年
一
一
月
号
は
、
秘
密
報
告
流
出
の
経
過
に
つ
い
て
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
同
じ
論
文
は
一
九
五

九
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
偽
書
（
実
際
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
亡
命
ロ
シ
ア
人
組
織
の
手
に
な

る
も
の
で
、
内
容
的
に
は
現
物
と
の
差
異
は
あ
ま
り
大
き
く
な
い
）
に
関
す
る
情
報
も
含
ん
で
い
る
。
こ
の
佐

瀬
論
文
は
私
自
身
は
見
落
と
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
の
ロ
シ
ア
・
東
欧
学
会
に
お
け
る
角
田
安
正

報
告
か
ら
知
っ
た
（
二
〇
一
八
年
一
一
月
）
。

（
二
〇
〇
七
年
五
‐
六
月
執
筆
、
二
〇
一
七
年
二
月
お
よ
び
二
〇
一
八
年
一
一
月
に
一
部
補
筆
）

塩
川
伸
明
の
研
究
ノ
ー
ト
（http://w

w
w

7b.biglobe.ne.jp/~shiokaw
a/notes/

）
よ
り


